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(1) 平成28年３月１日 第18号

　
農
事
組
合
法
人
み
ず
き
会
は
、
袖
ケ
浦
市

の
酪
農
家
の
女
性
達
が
、
消
費
者
に
牛
乳
の

利
用
方
法
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
平
成

19
年
に
発
足
し
た
組
織
で
、
現
在
、
理
事
11
名
、

ス
タ
ッ
フ
７
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
み
ず
き
会
で
は
、
袖
ケ
浦
市
産
の
牛
乳
や

様
々
な
農
産
物
を
使
っ
て
作
る
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
と
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
等
の
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。
牛
乳
以
外
の
原
材
料
に

も
こ
だ
わ
り
た
い
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に

加
え
る
カ
ボ
チ
ャ
や
小
糸
在
来
は
理
事
た
ち

が
全
て
栽
培
し
、イ
チ
ゴ
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
等
も
一
部
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
袖
ケ
浦
市
農
畜
産
物
直
売
所
「
ゆ
り
の
里
」

の
「
牧
場
の
ア
イ
ス
」
コ
ー
ナ
ー
と
JA
き
み
つ

味
楽
囲
さ
だ
も
と
店
で
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
平
成
26
年
冬
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
東
京

ド
イ
ツ
村
内
の
「
み
る
く
家
」
で
は
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
の
ほ
か
に
、
冬
季
に
は
、
袖
ケ
浦
市

産
の
ダ
イ
コ
ン
や
卵
を
使
っ
た
「
み
そ
田
楽
」

も
販
売
し
て
好
評
で
す
。
東
京
ド
イ
ツ
村
内
で

は
、夏
休
み
な
ど
に
食
育
活
動
と
し
て「
バ
タ
ー

作
り
体
験
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
通
し
て
、
酪
農
家
の

現
状
と
袖
ケ
浦
市
の
農
業
を
消
費
者
に
伝
え

た
い
」
と
、
会
員
は
日
々
、
関
係
団
体
の
応

援
を
受
け
な
が
ら
団
結
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
袖
ケ
浦
市
特
産
推
奨
品
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　（
本
居
）

夏にはかき氷やスムージーも販売します。 桜の花を摘み、塩漬けにして、｢桜アイスクリーム｣に。

アイスクリームに入れるジャムの試作試験。 東京ドイツ村の｢みるく家｣は、土日中心の営業です。

ア
イ
ス
を
通
し
て
、袖
ケ
浦
の
味
を
届
け
た
い
! !

　
　
　
　
　
　
　 

農
事
組
合
法
人  

み
ず
き
会
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水
稲
プ
ー
ル
育
苗
は
、
従
来
の
育
苗
に

比
べ
、
か
ん
水
作
業
と
育
苗
ハ
ウ
ス
の
開

閉
管
理
を
省
力
化
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

〈
プ
ー
ル
設
置
準
備
〉

　
ま
ず
、
プ
ー
ル
に
水
が
十
分
確
保
で
き

る
よ
う
、
ハ
ウ
ス
内
の
地
面
を
均
平
化
し
、

パ
イ
プ
や
角
材
等
で
、
高
さ
５
～
７
㎝
程

度
の
外
枠
を
作
り
ま
す
。
傾
斜
が
大
き
い

場
合
は
、
い
く
つ
か
に
仕
切
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
取
り
外
し
可
能
な
部
分
（
水
尻
）

を
作
り
、
水
位
が
簡
単
に
調
節
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。
次
に
、
苗
箱
の
幅
よ
り
50

～
80
㎝
程
度
広
い
幅
の
ビ
ニ
ー
ル
（
厚
さ

0.1
㎜
以
上
）
を
敷
い
て
プ
ー
ル
に
し
ま
す
。

透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
だ
け
の
場
合
、
下
か
ら

発
生
し
た
雑
草
が
原
因
で
穴
が
開
き
、
湛

水
状
態
が
保
た
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
下
に
遮
光

性
の
あ
る
シ
ー
ト

を
敷
く
と
安
心
で

す
。
な
お
、
緑
化

期
ま
で
の
管
理
は

慣
行
育
苗
と
同
様

で
す
。

温度チェックを忘れずに

順調な生育のプール育苗

　
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
湛
水
直
播
栽
培
（
以

下
鉄
コ
）
は
、
県
内
で
は
平
成
17
年
に
導

入
さ
れ
、
君
津
地
域
で
も
、
27
年
に
は
、

7
戸
12.3
㌶
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
直

播
栽
培
に
す
る
と
、
育
苗
作
業
が
不
要

で
、
収
穫
が
遅
く
な
る
た
め
、
同
じ
品

種
で
も
作
期
を
ず
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
移
植
時
の
苗
運
び
が
不
要
と
な
る

た
め
、
作
業
の
軽
労
化
も
期
待
で
き
ま

す
。

〈
鉄
コ
栽
培
の
特
徴
〉

　
鉄
コ
は
、
浸
種
し
た
種
子
に
鉄
粉
を

粉
衣
し
、
代
か
き
し
た
水
田
土
壌
表
面

に
専
用
の
播
種
機
を
使
っ
て
播
種
す
る

方
法
で
す
。
従
来
の
方
法
に
比
べ
、
被

膜
の
鉄
が
重
い
の
で
浮
き
苗
に
な
り
に

く
い
、
ス
ズ
メ
な
ど
の
食
害
が
少
な
い
、

催
芽
し
た
種
子
の
長
期
保
存
が
可
能
な

た
め
、
冬
の
間
に
予
め
種
子
粉
衣
で
き
、

播
種
準
備
作
業
を
前
倒
し
で
き
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

〈
導
入
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
〉

　
播
種
か
ら
出
芽
揃
い
期
に
か
け
て
、
き

め
細
や
か
な
水
管
理
が
必
要
で
す
。
移
植

栽
培
よ
り
も
、
一
層
ほ
場
を
均
平
に
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
除
草

剤
を
適
期
に
処
理
し
な
い
と
、
雑
草
が
多

く
な
り
、
移

植
栽
培
以
上

に
初
期
生
育

へ
の
影
響
が

あ
り
ま
す
。

土
壌
表
面
に

播
種
す
る
た

め

根

が

浅

く
、
倒
伏
し

や
す
い
傾
向

が

あ

り

ま

す
。
そ
こ
で
、
倒
伏
し
に
く
い
「
ふ
さ
こ

が
ね
」
等
の
品
種
が
適
し
て
い
ま
す
。

〈
活
用
方
法
〉

　
最
近
で
は
、
主
食
用
米
の
需
要
減
少
の

中
、
新
た
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
飼
料
用

米
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。
鉄
コ

は
、
飼
料
用
米
栽
培
の
省
力
化
や
コ
ス
ト

低
減
技
術
の
一
つ
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
導
入
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　（
市
原
）

〈
温
度
管
理
〉

　
緑
化
終
了
後
、
覆
土
が
隠
れ
る
位
の
水

を
プ
ー
ル
に
入
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
床
土

よ
り
高
く
、
苗
が
水
没
し
な
い
程
度
に
入

水
し
ま
す
。
プ
ー
ル
育
苗
は
湛
水
で
管
理

で
き
る
た
め
温
度
の
影
響
を
受
け
に
く
く

か
ん
水
作
業
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
気
温
は
日
中
25
℃
以
下
、
夜
間
10
℃

以
上
を
目
安
と
し
、
育
苗
ハ
ウ
ス
の
側

窓
は
、
基
本
的
に
昼
夜
開
放
し
て
管
理

し
ま
す
。
た
だ
し
、
翌
朝
に
霜
・
低
温

注
意
報
が
出
る
場
合
や
最
低
気
温
が

５
℃
以
下
の
場
合

に
は
ハ
ウ
ス
を
閉

め
、
水
を
深
め
に

し
て
保
温
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
急
な

天
候
の
変
化
に
は

十
分
注
意
し
て
下

さ
い
。
確
実
な
温

度
管
理
の
た
め
、

気
温
計
や
水
温
計
を
設
置
し
、
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

〈
移
植
ま
で
の
留
意
点
〉

　
移
植
２
～
３
日
前
に
は
プ
ー
ル
の
水
を

切
り
、
苗
箱
を
軽
く
し
ま
す
。
た
だ
し
、

プ
ー
ル
苗
は
乾
燥
に
弱
い
た
め
、
苗
箱
運

搬
の
際
に
は
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。 

　
　
　
　
　
　
　（
青
木
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
!!

　「
水
稲
プ
ー
ル
育
苗
」

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
湛
水
直
播
栽
培

注目 !!　話題の水稲省力化技術

水田土壌表面に
播種した状態　

移植栽培と比べて遜色のない生育
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レ
タ
ス
栽
培
で
は
、出
荷
調
製
作
業
（
外

葉
と
り
・
包
装
・
選
別
・
箱
詰
め
等
）
が

全
作
業
時
間
の
約
１
／
３
を
占
め
て
い
ま

す
。
体
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、
作
業
効
率

を
上
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
の「
３
つ
の
Ｓ
」

①
整
理…

必
要
な
も
の
と
不
要
な
も
の
を

仕
分
け
る
こ
と
で
す
。
必
要
な
（
使
用
頻

度
の
高
い
）
も
の
は
取
り
出
し
や
す
い
場

所
に
置
く
、
た
ま
に
使
う
も
の
は
別
の
場

所
に
置
く
、
使
わ
な
い
も
の
は
処
分
し
ま

す
。

②
整
頓…

い
つ
で
も
誰
で
も
、
必
要
な
も

の
が
必
要
な
時
に
効
率
よ
く
取
り
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
置
く
場

所
を
決
め
る
、
ラ
ベ
ル
を
つ
け
る
等
で
、

も
の
を
探
す
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

③
清
掃…

き
れ
い
に
掃
除
し
、
そ
の
状
態

を
保
つ
こ
と
で
す
。
ま
た
、
機
械
等
は
、

使
用
後
の
清
掃
と
合
わ
せ
て
点
検
し
、
修

繕
が
必
要
な
箇
所
を
い
ち
早
く
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◇
管
内
の
レ
タ
ス
作
業
場
の
調
査
結
果
か
ら

　
昨
シ
ー
ズ
ン
、
レ
タ
ス
作
業
場
を
調
査

し
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
改
善
点
が
あ

り
ま
し
た
。

①
室
内
の
明
る
さ

　
出
荷
調
製
作
業
で
は
500
　lux
以
上
必
要
で

す
が
、
そ
れ
よ
り
暗
い
作
業
場
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
室
内
の
明
る
さ
は
、
も
の
の

見
や
す
さ
＝
選
別
の
し
や
す
さ
に
影
響
し

ま
す
。
20
歳
の
人
が
必
要
な
明
る
さ
を
１

と
し
た
時
に
、
50
歳
で
は
1.4
倍
、
60
歳
で

は
2.5
倍
の
明
る
さ
が
必
要
と
い
わ
れ
ま
す
。

高
齢
の
方
ほ
ど
、
明
る
く
見
や
す
い
環
境

が
必
要
で
す
。

　
対
策
と
し
て
、
室
内
の
蛍
光
灯
を
増
や

す
、
天
井
や
壁
紙
を
明
る
い
色
に
す
る
、

扉
や
壁
を
く
も
り
ガ
ラ
ス
等
の
透
光
性
の

あ
る
も
の
に
す
る
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

照
明
は
、
手
元
に
影
が
で
き
な
い
位
置
に

配
置
し
ま
し
ょ
う
。

②
コ
ン
テ
ナ
の
移
動

　
コ
ン
テ
ナ
の
移
動
は
人
力
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
ロ
ー
ラ
ー
レ
ー
ル
や
台
車
を
使

う
こ
と
で
、
小
さ
な
力
で
移
動
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

  
　
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
レ
タ
ス
の

量
を
、
コ
ン
テ
ナ
を
重
ね
ら
れ
る
程
度
に

す
る
こ
と
で
、
持
ち
上
げ
る
時
の
腰
へ
の

負
荷
を
軽
減
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ン

テ
ナ
を
重
ね
て
ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
で
保

管
ス
ペ
ー
ス
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

③
作
業
姿
勢

　
し
ゃ
が
み
作
業
は
、
腰
や
膝
に
負
担
が

か
か
り
ま
す
。
外
葉
と
り
を
す
る
時
は
、

椅
子
に
座
っ
て
作
業
す
る
こ
と
で
体
の
負

担
を
軽
減
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
レ

タ
ス
を
入
れ
る
コ
ン
テ
ナ
の
高
さ
を
、
椅

子
の
高
さ
に
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
出
荷
期
間
中
は
毎
日
行
う
調
製
作
業
だ

か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
体
へ
の
負
担
が
少

な
く
作
業
で
き
る
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
田
中
）

作業者の手元が明るくなるように
配置された照明

↑コンパネで自作した台車

作
業
環
境
を

　
見
直
し
て

効
率
を

　
上
げ
よ
う
！

レタス

ローラーレールで　→
コンテナを楽々移動

↑レタスを入れたコンテナを重ねて保管、移動
←コンテナを重ねられるようにレタスの量を加減
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第
39
回
千
葉
県
農
業
士
・
千
葉

県
指
導
農
業
士
の
認
証
式
典
が
昨

年
11
月
20
日
に
行
わ
れ
、
県
下
で

指
導
農
業
士
19
名
、
農
業
士
35
名

が
新
た
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
君
津
地
域
で
は
、
農
業
士
４
名

が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。地
域
農
業

へ
の
貢
献
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

（
右
か
ら
長
谷
川
博
氏
、
市
川
桂

一
郎
氏
、
関
口
高
弘
氏
、
岡
﨑
英
樹

氏
）

【
農
業
士
】

■
関
口 

高
弘
氏（
木
更
津
市
）

　
就
農
と
と
も
に
中
郷
地
区
で
観

光
い
ち
ご
栽
培
を
始
め
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
や
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
効
果
で

年
々
集
客
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

天
敵
昆
虫
を
利
用
し
た
「
ち
ば
エ

コ
栽
培
」
や
多
品
種
導
入
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
市
川
桂
一
郎
氏(

木
更
津
市)

　
江
川
地
区
で
プ
ル
メ
リ
ア
、
観

葉
植
物
な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い

ま
す
。近
年
は
熱
帯
果
樹
の
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
苗
と
果
実
生

産
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。花

き
市
場
勤
務
の
経
験
な
ど
を
経
営

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

■
岡
﨑 

英
樹
氏（
木
更
津
市
）

  

矢
那
地
区
で
230
ａ
の
大
規
模
梨

直
売
経
営
を
営
ん
で
い
ま
す
。堆

肥
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
に
力
を

入
れ
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。厳
し
い
選
果
に

よ
り
顧
客
の
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

■
長
谷
川 

博
氏（
木
更
津
市
）

  

矢
那
地
区
で
250
ａ
の
大
規
模
梨

直
売
経
営
を
営
ん
で
い
ま
す
。雇

用
を
活
用
し
、
花
芽
整
理
・
新
梢

管
理
を
工
夫
す
る
な
ど
管
理
作
業

君
津
地
域
の
農
業
を

        

支
え
る
農
業
士

　
君
津
農
業
事
務
所
で
は
、
新

た
に
農
業
を
始
め
た
方
（
概
ね

40
歳
ま
で
）を
対
象
に
、
農
業
経

営
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
習

得
、
先
進
農
家
の
視
察
や
地
域

の
農
業
者
と
の
交
流
を
目
的
と

し
た
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
間
の
課
程
を
通
じ
て
、

楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が

ら
、
地
域
農
業
の
担
い
手
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。興
味
の

あ
る
方
は
改
良
普
及
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。 

　
　
　（
鶴
岡
）

　
君
津
農
業
事
務
所
で
は
、
新

た
に
農
業
を
始
め
た
方
（
概
ね

40
歳
ま
で
）を
対
象
に
、
農
業
経

営
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
習

得
、
先
進
農
家
の
視
察
や
地
域

の
農
業
者
と
の
交
流
を
目
的
と

し
た
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
間
の
課
程
を
通
じ
て
、

楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が

ら
、
地
域
農
業
の
担
い
手
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。興
味
の

あ
る
方
は
改
良
普
及
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。 

　
　
　（
鶴
岡
）

の
改
善
に
取
り
組
み
、
そ
の
梨
の

味
に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。

 

（
押
田
）

　
葛
田
氏
は
、
平
成
22
年
に「
ち
ば

女
性
農
業
経
営
者
の
会
」
会
長
に

就
任
し
、
農
業
経
営
の
担
い
手
と

し
て
経
営
参
画
と
女
性
の
地
位
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
千

葉
県
農
山
漁
村
い
き
い
き
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
千
葉
県
指
導
農
業
士
と

し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
農
業

の
実
現
や
地
域
農
業
の
後
継
者
育

成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鶴
岡
）

☆
平
成
27
年
度
文
化
の
日

　
　
　
　
　
千
葉
県
功
労
者
表
彰

　〈
男
女
共
同
参
画
功
労
〉

　
　
葛
田 

紀
代
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
　（
袖
ケ
浦
市
）

表
彰
者
の
紹
介

　
榎
本
氏
は
、
水
稲
、
小
麦
の
大
規

模
経
営
を
行
い
、
特
に
小
麦
は
県

内
で
唯
一
の
種
子
生
産
者
で
す
。

平
成
７
年
に
発
足
し
た
君
津
市
認

定
農
業
者
協
議
会
の
会
長
を
10
年

間
務
め
、
米
づ
く
り
体
験
や
枝
豆

収
穫
祭
な
ど
の
農
業
体
験
活
動
を

通
じ
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、
新
規
就
農
希
望
者

を
研
修
生
と
し
て
積
極
的
に
受
入

れ
る
な
ど
、
将
来
の
地
域
の
担
い

手
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
石
井
）

☆
平
成
27
年
度

　
　
　
　
全
国
優
良
経
営
体
表
彰

　〈
全
国
担
い
手
育
成
総
合
支
援

　
　
　
　
　
　
　 

協
議
会
長
賞
〉

　
　
榎
本 

富
美
雄
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
君
津
市
）

　
協
議
会
で
は
、
会
員
同
士
だ
け

で
な
く
、
関
係
機
関
等
と
も
密
接

に
連
携
し
、
摘
み
取
り
体
験
な
ど

を
通
し
て
、
地
域
の
新
た
な
魅
力

づ
く
り
や
農
村
部
に
都
市
住
民
を

呼
び
込
む
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　 

（
鈴
木
）

☆
平
成
27
年
度

　「
ち
ば
コ
ラ
ボ
大
賞

　
　（
千
葉
県
知
事
賞
）」

木
更
津
市

観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

　
　
　
　
　
　
協
議
会

☆
平
成
27
年
度

　「
ち
ば
コ
ラ
ボ
大
賞

　
　（
千
葉
県
知
事
賞
）」

木
更
津
市

観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

　
　
　
　
　
　
協
議
会

農
業
経
営
体
育
成

　 

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ


